
2020～2021年度 

滝川ロータリークラブ 

会長　　竹田　行宏

■ 例会日：毎週木曜 PM12:30より 
■ 例会場：ホテル三浦華園 
■ 住　所：滝川市花月町1-2-26 
■ 電　話：(0125)-22-3344 
■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755 
■ メール：info@rotary.gr.jp 
■ WebSite：www.rotary.gr.jp

幹事報告（村田幹事）
①美唄、留萌、芦別ＲＣより会報、芦

別、砂川ＲＣより4月の例会プログラムが

届いております。②春の交通安全運動の

参加依頼が届いております。多くのご参

加をお願いいたします。詳細は掲示板を

ご覧ください。③日本事務局よりロータ

リーレート変更のお知らせがあり、4月よ

り1ドル110円になりました。④砂川ＲＣ

の24日の50周年は身内のみでの開催とな

りました。⑤米山奨学生が22日の例会に来るとのことです。⑥6

月3日は夜間例会に変更となります。音楽と食事を楽しみながら

懇親を深める例会となります。

委員会報告・会員情報
【ニコニコBOX委員会/熊谷委員長】 

4月の祝福（会員誕生祝い、婦人誕生祝い、結婚祝い、創業祝

い）の報告。 

【親睦活動委員会/桜井委員長】 

4月15日18時より「すし処やまもと」を貸切りにして開催。 

【ロータリーの友誌委員会/川西委員長】 

0から1をつくる（ロコ・ソラーレ 代表理事 本橋麻里）の紹介。

前回のプログラム [ 次年度例会 ]

－ 次年度各委員会活動計画討議 －
【理事会・委員会担当例会】

坂本会長エレクト

本日は次年度委員会の顔合

わせということで、例会に

ご参加いただき有難うござ

います。私自身も3月20日

にPETSに参加してきまし

た。RLI（ロータリー・リ

ーダーシップ研究会）にも

webで参加し、RI会長、地

区ガバナーの方針を受け、

私の会長スローガンとお願

いしたいことをまとめたも

のを委員長の皆様にはお伝

えしております。色々と大

変な時期ではございますが、委員長の皆様には従来の枠にとらわ

れず実施したい事業があったら要望を出して頂きたい旨のお話を

しておりますので、本日は各委員会で積極的に議論していただけ

ればと思います。

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

竹田行宏会員、坂本和繁会員、入井浩樹会員、桜井寿樹会員、

芳村元悟会員、鷲尾昌法会員、渡邉恭久会員、鈴木忠男会員、

高山訓正会員、上田秀司会員、深澤和範会員、前野史賀会員、

阿部俊彦会員　　　　（合計54,000円　累計740,000円）

編集／クラブ会報委員会　　発行日：令和3年04月14日

出席報告　　　4月8日

会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

83名 1名 8名 58名 25名 76%

【 今週の寄付 】（敬称略）

◆米山： 阿部俊彦会員、芳村元悟会員、川口裕史会員、宮

崎英彰会員、佐々木弘彦会員、藤井謙和会員、細

田徳人会員

◆財団： 川口裕史会員、芳村元悟会員、米倉慎一会員、阿

部俊彦会員、藤井謙和会員、中島隆会員、細田徳

人会員、村田雅彦会員

第3234回　例会報告　令和3年4月8日（木）

会長挨拶（竹田会長）
4月を迎えました。新入学や進級、学生生活を終え新社会人になるなどスタートの時期であります。4月というの

は大変輝かしい季節だと思います。本日より例会場での食事を再開させていただきました。1月から3月までの3

ヶ月間、会員の皆様にはお弁当の持ち帰りにご協力いただき心より感謝申し上げます。有難うございました。 

今月の1日になりますが、第15回目の理事会が開催され、本年度の残りの例会事業と協議事項が全て承認決議さ

れましたことをご報告させていただきます。役員、理事の皆様には改めて感謝を申し上げたいと思います。 

北電滝川ネットワークセンター所長でございました岡崎慎二会員が転勤のため3月31日をもって退会となりまし

た。後任の所長が引き続き入会いただけるとお聞きしておりますので、近いうちにご紹介できると思います。 

さて、今日の例会は、坂本会長年度の新理事会担当例会であります。昨年のこの時期はコロナ感染症対策のため

長期にわたり休会が続き苦労したことを思い出させていただきました。今年は無事に開催することができ安心し

ているところでございます。皆様はよく「潮時」という言葉を耳にすることがあると思いますが、この言葉は意外に誤用されており、

何か物事をやめる時や終わる時に「丁度潮時だから」と使用されることが多いそうです。しかしこれは誤りらしく、「潮時」というの

は、潮の満ち引きが発生する時間帯の意味であり、物事を開始したりやめたりするのに一番良い交代のタイミングで使われるのが本来

であるということです。まさにこれからの2ヶ月余りが、本年度と次年度の「潮時」なのだろうと思います。


